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利用・用途・応用分野

化粧品、医薬医療、食品、塗料、接着剤、汚泥処理

目的・課題 解決ポイント

より高温下、１００℃を越える温度
までゲル状を保てる有機液体のゲ
ル化に用いられる添加剤や増粘
剤となり得る新規な化合物を提供
することを目的とする。

両末端にパーフルオロアルキル基を有する新規アロ
マティック化合物で、次の化学構造を有することを特
徴とする。

但し、ｎ，ｍはそれぞれ２～１８の整数；Ｒ１，Ｒ３は
それぞれ炭素数０～６の分枝又は直鎖状アルキレン
基；Ｒ２は炭素数３～１８の分枝又は直鎖状アルキレ
ン基；X１，X２はいずれか一方がスルホニル基であり、
他方がチオ基を表す。
（１）で表される化合物が、下記構造式である第１の
態様記載の化合物である。

本発明は、両末端がパーフルオロアルキル基である
一般式（１）で表されるアロマティック化合物、すなわ
ち下記（２）又は（３）式よりなる新規化合物である。
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パーフルオロアルキル基を有する特定の化合物（パーフルオロアルキル鎖と炭化水素
鎖をスルホン基と芳香族基（ビフェニルなど）、エーテル基を介して結合）からなる
非対称構造を持つ有機ゲル化剤。

◆上記ゲル化剤と有機溶媒を含有するゲル。1％未満の少量の添加で各種有機溶剤が
ゲル状となり、化粧品等に有用なゲルを得ることができる。

◆100℃以上のゾル-ゲル転移温度を示すイオン液体ゲルの作製可能。
◆100℃以下であったゾル-ゲル転移温度を160℃にまで上昇可能。
◆0.2wt％未満の濃度でゲル化可能。
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図（a） ゾル−ゲル転移温度


